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授業を充実するための資料提供
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「水防災意識社会」の再構築に向けた緊急行動計画 （平成29年6月20日）

防災教育における支援体制（イメージ） 防災教育の支援（例）



北上川上流の減災に係る取組方針を作成（平成28年8月30日）

• 『水防災意識社会再構築ビジョン』として、北上川水系で発生しうる大規模な水害に備え、国、県、市町村が連携して減災のための目標を共有し、
ハード・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進するため、『洪水減災対策協議会』を設置し、『減災に係る取組方針』を作成しました。

• 北上川上流洪水減災対策協議会は、平成28年 5月17日に協議会を設置し、8月30日に取組方針を作成しました
• 「北上川上流の取組」として、平成29年度より順次、ＰＤＣＡサイクルを取り入れた実働訓練により、自助・共助・公助の連携・強化を推進していきます。
• 今後、毎年出水期前に協議会を開催し、進捗状況を共有するなど、フォローアップを行い、水防災意識を高めていくこととしています。

■平成32年までの今後5年間で達成すべき目標

舟運文化により沿川に形成された市街地の水害リスクが高い北上川上流に
おいて、家屋浸水した平成14年7月、平成19年9月洪水や、平成25年の局所的

大雨による洪水等、これまでの教訓を踏まえ、発生しうる大規模水害に対し、
「避難する・防災力を育てる・地域を守る」ことで「氾濫被害の最小化」を目指し
ます。

■上記目標達成に向けた3本柱の取組

北上川上流において、氾濫被害の最小化を目的として、河川管理者が実施
する堤防整備等の洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の項目を3本
柱とした取組を実施する。

1.安全な避難行動のための取組
2.地域防災力を維持・継続・強化するための取組
3.人命と財産を守る水防活動及び排水活動の取組

平成28年 8月30日

＜構成機関＞

◇自治体

盛岡市、花巻市、北上市、遠野市
、一関市、八幡平市、奥州市、滝
沢市、雫石町、岩手町、紫波町、
矢巾町、西和賀町、金ケ崎町、平
泉町、

◇気象庁盛岡地方気象台

◇岩手県

◇東北地方整備局

地域防災力を維持・継続・強化するための取組

北上川上流減災対策協議会と減災に係る取組方針の策定

〇正しい知識の周知・定着
・教育関係者と連携した防災に関する知識習得と強化
（防災・河川環境教育の実施等）

・防災教育の促進
・協議会における防災教育の一層の支援

河川管理者による支援

･国土交通省等と連携した防災
教育の効果的な取組の実施

学校関係者

・指導計画の作成支援
・事業充実するためのデータ、写真等の提供
・その他ニーズを踏まえた様々な支援の実施

学校教育関係者との連携

〇Ｈ２９：支援実施学校を決定、指導計画の作成支援に着手

〇Ｈ３０：国の支援により作成した指導計画を全学校へ共有
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子供から家庭、さらに地域へ防災知識が浸透



洪水減災対策協議会【防災教育の促進（案）】
「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく協議会

馬淵川米代川新井田川圏域
洪水減災対策協議会

三陸圏域
洪水減災対策協議会

北上川上流
洪水減災対策協議会

・北上川上流洪水減災対策協議会
・馬淵川米代川新井田川圏域洪水減災対策協議会
・三陸圏域洪水減災対策協議会

河川管理者等（国・県）

盛岡地方気象台

市町村

防災教育・河川環境教育 分科会の設置

教育委員会

アドバイザー等

学校関係者

洪水減災対策協議会における防災教育の促進(案)

・指導計画の作成支援に着手
・支援実施学校を決定
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Ｈ２９年度

Ｈ３０年度

指導計画を全学校へ共有

教育関係者
北上川上流

洪水減災対策協議会

連携

Ｈ３１～Ｈ３３年度

引き続き、防災教育の実施を支援


